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カテプシンDは脊椎動物の様々な群か こ分布し

ている｡酸性pH下で活性を示すことからライソ

ゾーム中に局在していると考えられていたが.抗

体を用いた研究から細胞内だけでなく,それを分

泌する細胞の回りや赤血球の膜にも結合して存在

していろことが示された｡l)

酵宗活性はヘモグロビン分解能を測定すること

により検出できる｡活性はpH3.0でAnsonの方

法2)を改良した方法で測定され,酢累活性ユニッ

トで示される｡この酵素の特徴はペプスタチンと

いう放線蔚由来のカルポキルプロテアーゼ阻告剤

とl:1のモル比で結合して持只的に活性を阻召

されることである｡

生体での作用は主に3つに分けられる｡第1は

細胞内でのタンパク質の消化で,ヘモグロビンや

ムコ多糖などの代謝経路で3E要な役割を果たして

いる｡邦2は必要に応じ前駆体岱白を特異的に切

断することにより,キニン等の活性ペプチドをつ

くり出す作用である｡那3は前者がでたらめに作

用した場合で,病気をひき起こす.例えばこの酵

素がキニンによく似たロイコキニンを生産すると

股水貯留の原因になる｡1)

本研究は従来研究があまりなされていないサル

のカテプシンDに関するものである｡森山らによ

るとこホンザルの各臓器1g中に含まれるカテプ

シンD活性は肺で高く(0.93unit/g組織),肺

臓と腎臓はその800/0,肝臓で500/0,脳で300/0.心

臓で200/0,骨格筋では60/Oであった.3)しかし肺の

活性は大部分はペプシンC型のカルボキシルプロ

テアーゼによるものであったJ)

材料と方法

本研究は骨格筋を材料として行った｡捕矧ま特

にことわらない限り,0.01Ml)ン酸ナトリウム摂

衝夜pH7.0を用いて4℃で行った｡材料のホモジ

ネートを過心分離して上WTJをとり,これを粗抽出

物とする｡これに40%飽和になるように硫安を加

えしばらく放口後.迫心分離して沈殿を得た｡沈

殿から酢宗を抽出し.コンカナバリンAセファロ

ースカラムで77イニティクロマトグラフィーを

行った｡このステップで糖蛋白のみが精製される｡

得られた按品をセフ7デックスGIOOカラムクロ

マトグラフィーにかけると分子畠の大きな蛋白質

が除かれ,大部分の爽雑物が除去された｡溶出液

に0.8M酢酸ナト.)ウム緩衝液pH4.0を1/7孟

加えてpH4.0とし,ペプスタチンセフ7ロースカ

ラムでアフィニティクロマトグラフィーを行った｡

溶出はpH8.2の0.1M炭酸水素ナトリウム水溶液

を用いた｡

結果と考察

このようにして得られた精製標品はSDS(ド

デシル硫酸ナトリウム)変性下でのポリアクリル

アミド磁気泳動により完全に精製されたことが確

認された｡またその収率は500/Oで精製度は2万倍

程度であった｡

本摂晶は分子血が3万と1.5万の2本鎖から成

るサブユニット捕道をとっていた｡両ユニットは

SDS変性の際メルカプトエタノールでS-S結

合を還元しなくともポ1)アクT)ルアミド同気泳動

で分離されるのでS-S結合によって結ばれた

ものではない｡ヘモグロビン分解招性の至通 pH

は3.5であった｡また.ペプスタチンと1:1の

モル比で結合して活性が完全に阻召された｡

以上の性矧ま従来和IBされてきたブタ解職等の

カテプシンDときわめてよく似ている｡アミノ酸

分析を行った結米もこれら一般的なカテプシンD

とよく一致していろ｡

骨格筋のカテプシンDはサブユニット構造をも

っていたが,これに対し森山らがサルの肺から精

製したカテプシンD型の酵素は単一鎖であった｡

カテプシンDについては従来この両者のタイプが

報告されており,2本鎖のものは1本鎖のものよ

りプロテアーゼの作用をうけて生ずるものと考え

られる｡

和製培晶を等TtI点和気泳動にかけたところ.7

柾のアイソザイムがpH5.7-7.5の範囲に検出さ

れた｡このうち主なものは3校であった｡各アイ

ソザイムはそれぞれペプスタチンと1:1のモル

比で結合して活性が阻害され,また分子量も同じ

ことから互いにきわめて類似した分子種であるら

しい｡各アイソザイムは骨格筋の粗抽出物を硫安

分画した後ただちに等電点電気泳動しても同様に

検出されたので精製の途中で生じたものではない｡

アイソザイムの組成は動物によって異なるのが-
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股的であるがサルの組成もブタ牌臓の組成とは異

なっていた｡ これが種によって特有のものか,ま

た器官によって差があるのかは興味がもたれる｡

アイソザイム相互の差異がどのようなものかもま

だ不明である｡

REFERENCES

1) Barrett,A.∫.(ed)(1977)Proteinasesin
MammalianCellsandTissuespp.209-

248.EIsevie〆North-HollandBiochem-

icalPress,Amsterdam.

2) Anson,M.L.(1939)J･Gen.Physiol･32.
79-89.

3) Moriyama,A.andTakahashi,K,(1980)

J.Biochem.87,737-743.

4) Moriyama,A.andTakallaShi,K.(1980)

J.Biochem.88,619-633.

アカゲザルにおける,概念形成を用いた

種の認知

舌久保真一

マカク屑のサルのように,社会的構造を持った

染田生活を営んでいる生物袋田においては,集団

の秩序を保つために様々な場面において適切な行

動をしなければならない事は明らかと思われる｡

適切な行動をするためには,各個体が相手と自分

の関係を正しく認知する事が必要であろう｡その

ような認知の問題の一つとして.｢種の認知｣の
問題をマカク屈のサルについて考えてみる事は興

味深い郡のように思われる｡これまでに得られた

マカク屈に関する集団遺伝学的資料にJ:れば,マ

カク屈の柱間の遺伝的分化は,種として分離して

考えるには未分化な状態と考える事ができる｡ま

･た,マカク屈の別種とされる種問に雑種ができ,

さらにその雑種にも妊性があるという串が報告さ

れている｡しかし一方で,同所的に放球のマカク

屈が生息している地域で,それらが雄種を形成し

て混じり合ってしまったという事実はないようで

ある｡これらから考えれば,マカク属の種は,お

互いに遺伝子プールを共有する可能性と能力を持

ちながら,何らかの仕組でそれを拒んでいる｡い

わば現在ダイナミックに種分化が進行している生

物袋田ではないだろうか｡ここに,マカク屈にお
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いて,｢種の認知｣を問題にする生物学的意義が
あると考えられる｡これまでにも,サルの種の認

知に関する行動的研究はいくつかあろ｡しかし認

知行動の対象となる刺激を比較的少数しか用いて

いないので,結果が単にそれらの少数刺激を弁別

したものなのか,あるいは共通屈性としての種を

弁別したのか明らかでない｡そこで,多数の刺激

を用いて,それらの共通点を抽象させろという概

念形成の方法を用いて,種の弁別ができるかどう

かを調べるために,筆者は次のような実験を行っ

た｡

方法は,R.∫.Herrnstein達のハトを用いた実

験に準じている｡すなわち2つのカテゴ1)-に屈

すると考えられる多数の写真刺激を無作為なJ凪事

で継時的に提示し,各刺激に対する反応率を測度

とし,それらの多数刺激が2群に分拭されるか否

かを検査する方法である｡ここでは,アカケ竹 レの写

っている写真(S+)と,アカゲザルの写っていな

い写英(S~)を2つのカテゴリーとして用いた｡

被験体は8頭のアカゲザルで,いずれも行動実験

の先行経験はない｡実験は.接待訓練.般化テス

ト.分校テストの3段階より成り,各段階で各カ

テゴT)一に屈する写真刺激の内容が班作された｡

疫得訓練はS+とS~の分類基準を学習させるもの
であり,各40枚ずつ計80枚の刺激を用いた｡学習

基準に遜する速度に個体差が見出されたが.3頭

共S+とS~の間に反応率の有意な差を示し.何ら
かの分損基準を控得したものと考えられた｡次に,

その分頬基準がどのようなものかを知るために般

化テストを4回行い,一回を増す毎に新しい刺激を

追加した｡この際S~にはマカク屈を除いた他の動

物の写実も含まれている点が,撞得訓練とbq･なる｡

1回めのテストでは.1頭を除き,S+とS~の間
の反応率の差は見出されなかった｡しかし,4回

目のテストまでには3頭共.新しい刺激を正しく

分類する串ができた｡1回目から分校できた個

体は,接待訓練で最も早く学習基準に適した個体

だった｡これらから考えると,その1頭を除く2頭

は.分校基準を用いて分類していたというよりも.

100枚近くになる刺激を記憶していた可能性があ

る｡しかし,記憶しなければならない数が増すに

つれて,刺激の共通性による分頬に移行したと思

われる.これら分頬基準を持った個体が,アカゲ

ザルとニホンザルを分充できるかを調べたのが分

類テストである｡4回のテストを行い,特に4回


